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慢性拒絶を示す所見がみられた｡内膜占拠率 (内膜面積 /内膜面積十中膜面積),左室線維化率 (間質及
び血管周囲線維化病変面積 /左室断面積)で評価すると,対照群の45.2±7.6% と53.9±6.9% に比し,
TCV-116治療群で 31.2±8.2% (p<.001vs対照群)と31.2±5.4% (p<.01),captopril治療群で
33.7<7.0% (p<.005)と33.3±7.2% (p<.05)と有意に抑制され,RASはGCDの進行に促進的な
役割を有すると思われた｡
以上の研究は移植後冠動脈硬化症の病因 ･病態の解明に貢献し,その治療法の開発に寄与するところが
多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 1月20日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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